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中国の庭園 園冶と私家庭園（中国的庭园 园冶与私家庭园） 
 

京都府立大学大学院 生命環境科学研究科      
ランドスケープ学研究室 福 井 亘 

1．はじめに（前言） 

 中国の庭園は，「園冶（园冶 yuán yě）」による庭園の形がみられますが，それ以外にも長い歴史の中

で培われた庭園の形があります。中国の庭園の起源は，殷，商末期から周初期と云われており，先秦の

頃の詩経（诗经）に記述されています 1)。そして，秦や漢の時代による阿房宮や上林苑といった宮苑か

ら魏晋南北朝以後に続く名勝の風景や詩を模した庭園などと続きます。そういった中で現代にて見る

ことのできる庭園について目を転じると，幾つかの庭園が見て取れますが，例えば，皇家園林，名勝・

景勝（名胜）園林，記念（纪念）園林，寺院（寺庙）園林，そして私家園林など 2)が見られます。ここ

では，作庭にあたっての中国の園冶についてと江南地域で花が咲いた私家園林について紹介します。 

 

2．園冶 造園の手引書（园冶 园林绿化指南） 

 園冶は，明末の時代の計無否（计无否），名は

成，字は無否によって書かれた造園作庭の技術

指南書 3, 4)です。崇鎮（崇祯）四年（1631 年）

に起草し，崇鎮七年（1634）刊行された全 3 卷

になる書物で，235 の図面が付随しています。

中国では現在においてもっとも古い作庭書と

言えます。計無否は，現在の江蘇省呉江県（苏

州吴江）出身の人で，彼の出身地の近くには，

国家重点風景名勝区に指定されている「太湖」

がある風光明媚な場所です。 

 

2．園冶の構成（园冶的构成） 

 園冶の構成は，表に記載していますが，「自

序」には計無否自身の事を書いてあったりして

います。そのあとから第 1 巻（巻一）として 2

つの項目が書かれています。一つは，「興造論

（兴造论）」で，建築や造園などに関する一般的

な設計の話が記述されています。次に，「庭園説

明（园说）」で，庭園の在り方や作庭の場所につ

いて記述がされています。どちらも長文ではな

いですが，総論的なことを大きく述べて，その

後の各論へと引き継いでします。 

表 園冶の構成 
 

 自序 

■园冶 卷一■ 

 兴造论 

 园说 

 【一 相地】 

（一）山林地（二）城市地（三）村庄地（四）郊野地 

（五）傍宅地（六）江湖地 

 【二 立基】 

（一）厅堂基（二）楼阁基（三）门楼基（四）书房基 

（五）亭榭基（六）廊房基（七）假山基 

 【三 屋宇】 

（一）门楼（二）堂（三）斋（四）室（五）房（六）馆 

（七）楼（八）台（九）阁（十）亭（十一）榭（十二）轩 

（十三）卷（十四）广（十五）廊（十六）五架梁 

（十七）七架梁（十八）九架梁（十九）草架（二十）重椽 

（二十一）磨角（二十二）地图 
 【四 装折】 

■园冶 卷二■ 栏杆 

■园冶 卷三■ 

 【五 门窗】 

 【六 墙垣】 

（一）白粉墙（二）磨砖墙（三）漏砖墙（四）乱石墙 

 【七 铺地】 

（一）乱石路（二）鹅子地（三）冰裂地（四）诸砖地 

 【八 掇山】 

（一）园山（二）厅山（三）楼山（四）阁山（五）书房山 

（六）池山（七）内室山（八）峭壁山（九）山石池 

（十）金鱼缸（十一）峰（十二）峦（十三）岩（十四）洞 

（十五）涧（十六）曲水（十七）瀑 

 【九 选石】 

（一）太湖石（二）昆山石（三）宜兴石（四）龙潭石 

（五）青龙山石（六）灵璧石（七）岘山石（八）宣石 

（九）湖口石（十）英石（十一）散兵石（十二）黄石 

（十三）旧石（十四）锦川石（十五）花石纲（十六）六合石子 

 【十 借景】 

 自识 
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 園冶の各論は，「相地」，「立基」，「屋宇」，「装折」，「門

窓（门窗）」，「鋪地（铺地）」5)，「壁（墙垣）」，「掇山（掇

山）」，「選石（选石）」，「借景」の 10 項目にわたって図な

どを織り交ぜながら記述されています。まず，「相地」は，

「地を相する」ことです。土地のことを書いており，山林

地，城市地，村庄地，江湖地などでの作庭の場所について

それぞれ記述されています。「立基」とは，「建物の地割」

のことで，庁堂基（庁堂：客間，おもやのこと），楼閣基，

書房基などの建築物との地割を記述しています。「屋宇」

とは「家のこと」として，門楼，堂，房，館，楼，閣とい

った形状等を説明しています。このように園冶には建築の

ことについても大きく書面を割いて記述されていますの

で，総合的な造園の指南書とも言えます。 

 

3．私家庭園 中国の庭を見る（私家园林 看中国园林） 

 計無否が生まれた太湖の近辺は，長江デルタ地帯と言わ

れ，江南として，文化的にも発展した地域と言えます。有

名な蘇州（苏州）や杭州（杭州）を始め，無錫（无锡）や

揚州（扬州）などの町があり，私家庭園（私家园林）6, 7, 8)

も多くみられます。皇帝の南巡がきっかけで多くの庭園が

作庭されたといわれています。これらの庭園には，世界遺

産になっているものも数多くあり，私たちがいま見ても大

変美しく維持されているものが多くあるのです。ここで

は，そのいくつかの庭園を見てみたいと思います。 

 

 滄浪亭（沧浪亭）：この庭は蘇州の四大名園（他には，

拙政園，獅子林，留園）の一つで，蘇州でも最も古

い庭園です。唐末に造営後，北宋時代に蘇舜欽（苏

舜钦）によって改庭されています。滄浪亭とは，屈

原による楚辞「漁父辞（渔父辞）」の「滄浪之水清

兮，可以濯吾纓。滄浪之水濁兮，可以濯吾足。（沧

浪之水淸兮，可以濯我缨，沧浪之水浊兮，可以濯我

足。）」イ）より名付けたと言われています。（写真 1） 

 怡園（怡园）：清末に顧文彬（顾文彬）によって作庭さ

れたので，比較的新しいと言えるかもしれません。

この怡園の「怡」は，論語の「子路問曰，何如斯可

謂之士矣。子曰，切切偲偲，怡怡如也，可謂士矣。

朋友切切偲偲，兄弟怡怡如也（子路第十三）（子路

 

写真 1 框景，門窓より中庭を望む 

（滄浪亭） 

 

写真 2 太湖石による掇山（怡園） 

 

写真 3 框景，洞門（芸圃） 

 

写真 4 框景，空窓，氷裂紋（耦園） 
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问曰“何如斯可谓之士矣”子曰“切切偲偲，怡怡如也，

可谓士矣。朋友切切偲偲，兄弟怡怡。）」ロ）の一節を

引用して怡園と名づけられました。（写真 2） 

 芸圃（艺圃）：明代に袁祖庚による「醉穎堂（醉颖堂）」

建立から，文震孟によって「薬圃（药圃）」と改名

して作庭されていますが，大きく改修されていま

す。現在の庭園は 1982 年から 1984 年にかけて蘇

州市が修繕復元をした庭園です。（写真 3） 

 耦園（耦园）：清代末期に沈乗成（沈秉成）により建築，

作庭されて現在は改庭されています。園内は，東と

西の「花園」に分かれています。この庭園は，「耦

园住佳耦，城曲筑诗城」という意味から「耦」，偶

数の「偶」と同じ意味を取って付けられています。

吾愛亭や城曲草堂，北と南に曲橋が巡っているのが

特徴の庭園です。（写真 4） 

 環秀山荘（环秀山庄）：五代十国時代の呉越王銭劉（钱

镠）の子，銭元璙（钱元璙）の金谷園（金谷园），

宋時代に景德寺，明時代に申時行（申时行）の邸宅

の歴史があり，清時代に作庭家でもある矛裕良（戈

裕良）によって造られ，假山が「独步江南（江南で

随一）」として有名です。現在，蘇州刺繍研究所（苏

州刺绣研究所）の敷地内に有ります。（写真 5，6） 

 沈氏園（沈氏园）：南宋時代における沈氏による私家庭

園です。陸游（陆游）が，「禹迹寺南，有沈氏小園。

四十年前，嘗題小詞一闋壁間。偶複一到，而園已三

易主，読之悵然（禹迹寺南，有沈氏小园。四十年前，

尝题小词一阕壁间。偶复一到，而园已三易主，读之

怅然）」ハ）と詠み，「春游」という七言詩でも有名で

す。「春風堤上草萋萋，草軟沙平護馬蹄。似蓋微雲

才障日，如絲細雨不成泥。千秋觀裡逢新燕，九里山

前聽午雞。追憶舊遊愁滿眼，彩船曾系畫橋西。（春

风堤上草萋萋，草软沙平护马蹄。似盖微云才障日，

如丝细雨不成泥。千秋观里逢新燕，九里山前听午鸡。

追忆旧游愁满眼，彩船曾系画桥西。）」ニ）（写真 7） 

 寄暢園（寄畅园）：元の時代を始めとし，明と清の時代

にかけて所有者が変わることで作庭も変わってき

た無錫にある名園です。南京の瞻園（瞻园），蘇州

 

写真 5 大広間（四面厅）からの築山を望む 

（環秀山荘） 

 

写真 6 太湖石の築山とマツ（環秀山荘） 

 

写真 7 宋池塘（沈氏園） 

 

写真 8 知魚檻（知鱼槛）を望む（寄暢園） 
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の留園と拙政園と共に「江南四大名園」と言われて

います。建築，作庭ともに江南の私家園林の集大成

と言われる庭園です。（写真 8） 

 个園（个园）：清の時代に商人の黄智雲（黄智云）によ

って明の壽芝園の跡地に作庭され个園と名付けら

れました。清の詩人，袁枚の「月映竹成千个字，霜

高梅孕一身花（月映竹成千个字，霜高梅孕一身花）」

の一節を取って命名されています。竹林でも有名な

庭園です。（写真 9，10） 

 

4．おわりに（结语） 

 日本の庭園も同じではありますが，古い庭園自体が作庭

当時のままということは，ほぼ有りません。庭園には，生

き物である植物などを配することから，植物の植え替えに

よって変化します。また，石の劣化や崩落などによる修復

や入れ替え，建築物や園路などの補修や改修といった管理

による変化もあります。そういった色々な管理，保全，修

復から庭園の形状は作庭時のままという事が無いのです。 

 庭園は，以前の作庭された当初の形状を，変化しながら

も継承しているのも多いと言えます。庭園とは，作庭した人の思いが次に繋がっていくものと思いま

すし，そういった視点で見て頂くと，庭園の面白さが見えてくるのではと感じます。中国の私家園林

は，後に大幅な修復や復元した庭園が少なくはありません。しかし，実際に庭園内を歩いて楽しむこと

で，五感をも楽しめる空間を維持してくれています。楽しむ空間としての庭園を見て頂けると中国の

庭園にも更に面白さを感じられると思います。 
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※ 滄浪：漢水の下流の川のこと。纓：冠の後ろの部分に垂れている大切な飾り紐 
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※ 切切：思いや情けが強く心に迫る様。偲偲：お互いに磨き合い，励ましあう様。怡怡：喜び楽しむ様。 

ハ) 陸游が 40 年前に壁に書いた詩文を改めて読んで，月日のうつろいの虚しさを感じたことを言っています。 

二) 春の情景から自身の旅の事を思い出して表現した詩です。 

 

写真 9 抱山楼と清波亭（清漪亭）（个園） 

 

写真 10 竹の庭園として有名（个園） 
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